
 

 

 

 

 

報道関係各位                  平成３０年 4 月 16 日 

 

公益財団法人東北活性化研究センター（会長：海輪誠・東北電力㈱会長）

は、「知をつなぎ、地を活かす」を活動理念として、東北地域の活力向上と持

続的な発展に寄与していくことを目指しております。 

当センターではこの度、「東北における 6 次産業の輸出促進調査」報告書を

作成いたしました。持続可能な 6 次産業の育成には、産品の高付加価値化が必

要であり、輸出可能な 6 次産品を増加させることが重要であるものの、現状、

東北における輸出実績は大きいとはいえません。そうした背景のもと、6 次産

業及び輸出の先進事例等を調査し、6 次産業の輸出促進の方向性を探りまし

た。具体的には、6 次産品のマーケティングの方向性と多様な輸出形態からみ

えた 6 次産業のあり方を整理・分析し、輸出課題への対応方策を提案しており

ます。 

本報告書が自治体、食品産業関連企業等、６次産業関係者の皆様方の輸出に

向けた取組みの一助となれば幸いです。 

なお、報告書の全文は当センターHP（http://www.kasseiken.jp/）に掲載

予定です。 
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